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イギリ スの欧州共同体加盟をめぐる

労働党の内部論争

一一特別党大会 (1971年 7月17日〉の願京一一

北 西 允

1971年7月18日，イギリスの耽州共同体加盟の是否をめぐって，労働骨

は特別大会を価した 7出手の党史のなかで，年次大会のほかに，特別大
会

が招集されたのは，これがJ度目である 場所は p ，ド γのウzストミ

ンスターにあるセントラル ・ホール 1912年創直にかかるこのホールは，

メソジス F教会の本館であり， 1946年，国連総会の最初の会磁場にな。た

とこるである。玄関上のρ ルヨエーからは，議会広喝をへだてて
，正面に

盟事堂のピッグ ・ヘン，右手にウエストミンスター・アグェイが
間近かに

盟める

開会前，加盟反対のロピアーたちが，色とりどりの蹴やプラカー
ドを手

にして，会初の外に揖っている その量的6叩 労組やシヨ ヲプ・ス
テュ

ワード重且会の名のほかに，共産党その他の左翼団体の名も院み
とれる

入口近くに密集したロピアーの頭上には. rョーロフパのポスどもに反対

する左興の銃ーをJ.r共同市場ノへいますぐ総選挙を」などの横断幕が

拙げられている 医をかたどった巨大なプラカードの脇血には
rイギリ

スのペーヨンを教え 共同市喝に加わるなJめ文字が書きつけられ，ひと

きわ人目をひいている.ロピアーたちは.大小の揖やプラカード
を手に，

「共同市場に入るな， ヒースをやめさせるJのシ a プレヒコールを繰返

す一人の若い信人が，労回党ョーロヲパ支持蚕且会のパンフレ
フトをし

っかり両手にかかえて.いささかしょざいなげにつつ立っている
反対派
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の腎年が近づいて. rあんたは少し湯温いじゃなL、のかね」なEとからか

う 毘且が。入ロで入湯券をチェフクしているので.到着した代
議且はa

刊をつくって入場を待たねばならない その一人ひとりに oビ
アーたち

が. rがんば勺てくれよ」 なとと戸をかけながら，パンフ νフトやピラを

手控す

定期10分耐ir.会鵠窃に入ると，セント ボール寺院と大英博物自の読書

室についで，ロンド Yでは三番目に大きい丸買弁を殺〈場内も。
lC間余名

の代議~iι ほほ同散の来置や傍聴者を容んで，むせかえるような暑さ

だ廊下やロヒーも，三々五々揺らいあうf史認且らでいっばいである 控

且や係且が，その聞をあわただし〈躍ってゆく 会場は教会の珪
拘だから

党大会につきものだといわれるアルコールは.ここではご法度
飲物はお

茶とコーヒーだけだが，その売場もけうこう閉わ今ている

9時四分.1'1記長ハリ ュコラスの司会で，定期どおり大会は拍った

償問によってI 生固執行重品会議長，イアン ミカードクが，大
会鶴長に

逝ばれる かれはウィルゾン派と知られる枠部の一人だ がうち
りした体

範，硬そうな自彊.1.1l <太い剖， ζ っつ~-:'}.¥踏の臨段. ドスのきいた低

管

閉会前説のなかで.議長は，まず，この大会が，党史上二度目の
特別大

会であり，一度目一一ーそれは50年以上も1ltJの. 1918年u月H目のことであ

るが一一それも 日かぎりの大会で，場所も同じこのホールであうたこ

とを，代滋且に想起させたかれはつづけた それは，労働党が
ロイド ・

ジョ ーシの連立政府から退くべきかどうかを決めるために招集さ
れた ハ

ーナード ."/!Iウが然弁をふるった費否の意見が，みごとにた
たかわさ

れ，最後にひとつの結論がでた 当時，もちろんまだ若かりし
G.D.H

2 ールは。量日桂.trの『ヘラルド』紙上に1Jlをとって. r先週の特別大

会の決定は，党のあらゆる都分の政治的統一を揖現したJと，高〈評価し

たものだ 今世1 大会について執証するものが。われわれの聞の意見の
相
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速にもかかわらず， この大会が党の担本的統ーを表現したという評置をく

だすことを， わたしは切望してやまない

中間据幹部のヘゲモユ のもとにおける党の統一 これこそ，特別大会

の運営にあたってハロルド ・ウィルソンら多量派幹部を支配した主たるそ

チーフであった イギリスの欧州共同体加盟をめぐって，大会前，党内の

意見lt，大きく割れていた前日!社説でこの問題を論じた 『タイムズ』

によれば，それは三つに区わけされた 掠ーは，保守党政府がとりきめて

きた条件にもとづいて.共同体への委参加を支持するグループである.かれ

らは，労凶晴全体の<pでは， いちじるしく劣勢であるが，議会労働党では

このなかには，以前，労かなり有力な地歩を築いている

働党政府の時j聞に，賞の対欧政捕を担当した者が!

少量託ながら，

ほとんど全員含まれて

いる すなわちω 当時，外相をつとめたショージ ブラウンとマイケゾレ・

スチ品ワートー 加盟交渉の簡iこ当ったジョージ トムソン それに， 現

在.，:主の内閣で1 限州問題のスポ タスマンを助めているハロルド ・レグ

アー このグループのリ ーグ は1 副主首のロイ ・γ ェンキンスである

つぎは，党首ウ 4ルソシの率いる中l悶グループ これは， イギリスの共

岡市場参加1こ原R的にはre庇なのだが，加入条件を亜祖してt 保守党政府
がとりきめてきた条件は目いろんな点で満足すべきものではないと考えて

いる このグル フιこ民するのは。議会労的唖:の相当部分ι TUC総評

部会話長ジゐ γ タフ zザー.二代読される比佼的H.l健な労働組合貝である.

第三のグルーフ.-.いかなる条件， いかなる状視のもとでも，加盟にE

対する喝のからj;，;目される このグルーフの大部分は，将来.労働党が政

権i二ついた培台， ヵ.i) i二. イ卓三リスがすでl二階成田になっていても，共同

市窃かちEさ退すべきだと1、う立拐をとっている このグループのもっとも

有力な指若者は.ーまとん ζ院外にあり その量みは，大会において， あわ

せて拍2∞万の控訴カセιる沼佐 苦労担のシ h ック ・ジョーンズt.合

阿佐f.I."'ffEの己品 ・ス存十ン冒ンに1'，うている

誌!〈 Z ヨゐ ピク【三本日:土 lei!i買11からできるだけ多くの意見を聞く

出会を~fニ、 ~0ぺ 理容と克芝~..! -:，:も"て， あらゆる意見に耳を嗣け
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るよう鯨えた 『わたしの手もとには. 40人の下院~nもどか〈む四人以上

のものから，前説の間会を与えてほしいという依揖がおうた なか!こば。

なぜかれを指名しなければならないかを 5点にわた勺てこと招かく民々

と論じた手紙を，わたしに由き追ってきたものもある とこるか ζ本人

は.あわてて署名を忘れたために，わたし己ば，かれが捨て'あるかを知る

手鈴りがなL、Jと かれは代5i¥且を提わせた ベテラン。 ミプラーピ，の適

度の間組をまじえた*Ii!もまた.会場の雰囲気をやわらげ i党の託ーJ

に買献するととを古田したものとうかがえた.

ロ閉白亜営委員長グリン ・ウ4 リアムスは あらかじめ代議n，こ尼布さ
れていた全固執行番目会のステイト， ~トを，正式に捉提した それは，

全文つぎのように読まれた

「全固執行書且会は，政府自由に盛られた詰条件にもとつ<.イギリ

スの欧州共同体への加入にかんする明快な決定を 7月17図の仲別大会

の議事に置して 7月28自の会認で行うことに.]!.見のー丑を""た

この決訟は，この問題につけ加えられる可能性のある他の路軍件と k

もに，年次大会の闘車にふせられるであろう 鉄行部の決誌は 7月28

自に選挙区労働党.ならびに加盟各団体に回付され.それ巳たいする修

正揖は 8月泊目の締回目までに提出できる 全固執行部は，この問題

にかんする年次大会の肘離に世立てるため 9 J.I iニ 事実関係を明らか

にした文書を，選挙区労同党.ならびに加盟各団体に配布するつもりで

ある 圭固執行書且会は.ここに提草する81¥lと乎柑きとをjf.認するよ

う。大会に求めるものである 」

前Eの部三グル】プを代史して，執行部ステイトメントの帥由曲認を提

出したのは，下院議員アルフ そりスであった 前田に立。たかれは，も

の紗かな態度で語り出した

「保守党とイギりス産業連盟は，すでに決定をくだしている われわれ

の決定は，起きに失している.われわれが一時しのぎをしている聞に， 敵

は活発なキ.~ペインを展開しつつある 国民はわれわれの決定を待

。ている 今日，決定をくださなければ，貴置な時間を盟到することにな
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ろう」

かれが提出した動躍は， つぎのようなものであった

「本大会は，共岡市場にかんする金固執行書員会のステイトメントを考

血にいれつつも，

(i) 現政府がとりきめ， 自魯に示された諸条件にもとづく， イキリ

スの共同市場への加入に反対する

(ii) 加盟問題は.総選挙でイギリス国民に問うべきだと信ずる」

財正主部長ジ z イムス ・キ十ラハンカ:。続出から撤回動議にかんする執行

部の見解を説明した かれの態度は自信ありげに見えた 大会が，今日，

決定をくだすことをさしひかえるよう希望すると，かれはのベ， その理幽

をさとすような口聞で語り拍めた 執行部が， 7月に特別大会の招集をき

下院が7月に結訟をだすと守捌されたからである ヒース首相

は.*を7代、でいた にもかかわらず。議会労働党は，保守党の一部陣控

訴員の主侵をえて，決定を10月にl!!1視させることに成功した

めたのは!

だから.:iil

れtませにな今たり 時間を空由したりするおそれはなわ 来週行われる下

院の討議で 詳掴な説拐を聞き きびしい追求を行えば， これまでに手に

入らなかった多〈の情報がえられるだろう 週あけの月剛回に討議が終れ

ば，私百部lま.ただち1こ会訟をひらいて結論をだし，ー般に公表する 10 

下院における決定以前に。執行部声明の修

正をふくめて，型自の決定を苛う完圭な権限がある 大会としても。

月に予定される年次大会には，

いそ

いでよ取出された先の法草草を採摂するより，その方が向揮ではないか 治、

れは つぎのような一周で由説をしめくくった

rn桂.二一言。わたしは，士会』こむかつてL、、、たい 共同市場の討語が
終って L 保守党iこ;".:l、して町らすべきうらみがある 現政府は。ベテ

ンのJ，;ニ.ii:白之れたのだ この問題にかんする全国執行部の計画は。党の

最大誌の日ーを詰持ー与るという方向で立~されよう そのことが 保守党

政府を民主し，ノ五リス国民Iこか口って恨みを晴らすために 必要が起れ

ば。ただちiこR民に日を問うことをf:r:註するみちである J保守党政府にた

Lすζi'fTちと。 三の日ーへの?とニ ル それは，!?っして新鮮味ある
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主張ではなか。た しかし ここではじ均て割れるような拍手が呈。た

中間時主時下における党内泊中の収拾.それが。主烹提出233の通過を

阻止し，決定を肢の定期大会にもち二そうというウ 4ルソンら託行t;.}散

派の意図であった.

撤回動銭にかんするカ ド・グ意ートが求められた 桔果:主主32毘成

2 ， 624刈lO現，反対3 ， 185.αX>~. fi.~回動，~:叩波乱た 拍 1田 万のt1::":'"!カを

もっイギリス最大の労組理拍ー担労組と.88万訴の合同限時労苦1が タ

ライヴ ・ジ皐ンキンスのホワイト カラー労組I二円 7 タ・アッフされて

モ9スの動議を主将した しかし，共同体加盟!UIの有力労組のうち.か

なりのものが白撤回動誕の反対にまわ勺た それらの組合ば，大会Hi/.キ

ャラハ円あるいはウィルソン副会の誼仰をうけいれていた 中間派の勝

利に買献した労組のうち，最大の組合は， 全国民国労組 (304.0田;';0で

あった それに岡田した労組のなかには 郵匝労組<182 α)()~) 公共被

住用者組合<150.αm票} 週給関係サラリー--;:'/"組合 (57，0曲出}抗J.，

〈まれていた

結論をださないという決定がおこなわれたことは，特別大会を祭立旅な

討論会に!<えたともLえる.会拐の緊世はゆるんだ

討輸の開拍にあたって，議長ミカードクは，党内各都門の質成，反対の

意見を順次組合わせてゆ〈旨説明した

面白戦の口火を切る栄主査を与えられたのは，質成派のスタンリ ・ヘユグ

(前下院議且，ランカスター週教区党代表)であった かれは，その桂〈

りかえしiIIl障の的になったひとつのテ ゼをうちだした 「一国社会主聾

は，全〈不可能である わが閣はけ勺して国立主聾であったことはなかっ

た もし共同市場に;1>1しないなら。われわれは，世界でもっとも重要な

社会民主主義者に背をむけることになろう」 かれはつづけた 単一の政

府の統制外にある多国踊企需が 力を例刊ましても、る これらの企聾は，各

国政府の共同行動によってのみコントロ ールできる
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つづいて演壇に立ったレイ ・アプス{巨対派。プライトンーケンプタウン

選挙区党)11，まず，EC加入がイギ"スの労曲者に及ぼす影留から説き

はじめた 労働者は，生活水柳向上にたいする長期の保証もなしに，加入

から〈る世牲に酎えねばならない それは，80万の失業宕ι冬期には，
老人に死をもたらすだるう 「陣取者と条約を師桔するこtは，イギリス

の労働者のたすけにはならない」 こう悟ったあと.かれはヘユグにたい

する置抽に転じた.

「前の由説者は!イギリスの共同体加盟によって，われわれは，欧州の

兄弟kともに国際自』占体を支配できると題。た しかしーもし，これらの

独占体を統制しようと思うなら.それを綾収することが必要だ.所有しな

いものを主配はできないわれわれに必型なことは，まず，わが国の独占

体の公有化を計画しt 保守党に総選第を挑むことである」と，かれは主

聾した

ロイ ・グランタム{質成派行政事務労働者組合〕は，別の問題をもちだ

jした 「加盟匡対者のなかに イギリスが共同体に加われば，もはや，英

連邦諸国への抽出ができな〈なるというものがある しかし.1960年から

70~Fの問に イギリスの対英連邦輪出は.25パーセント増加したにすぎな

L とζろが，西ドイツの英辿邦への抽出は. 140パーセントもmえてい
る イギリスは，EECの外にとどまるなら， 10年のうちにヨー回 vハで

いちばん貧しい閣になって しまうだるう 英辿邦特出の価値も!日年以内

にインフレ巳よって関設されてしまうだろう』

つついてかれは 前のレイ ーアプスにたいして皮肉をζめて巨歯した

交渉はまドばを終えたにすぎない 加入のあかつきには.究捗が統行される

だろう rt{の主捗は.ーロッパ内部でおこなわれるのであって，外部

においてではない Jそのあと。 かれは，1i1:対派の有力な論点のひとつ，

E E CIIIIおこたt、Tるイギリ λの過mな負担にふれて，相対的に貧困なイ
ギリスは，共同体の財政I二たいして，品も多額の縄出をつづけることを容

認はずさい むとたび加入打じま. イギリスの主渉当~J'者は， あらたな提

重をもちだ十こζlこなろうと，その見通しをのベた
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つついて畳坦したのは，絶対反対需のR.W フリジン γzウ{印刷労

働組合)であった「わが問の支配者ば。退去lO'r:mJをつフじて同常的敗
北主聾のムードを限し出すために 故意に閏民の士立を沼古させてきた」

なるほど古レ秩序It。ゆきつまるかもしれない Lかし 1').nわ!t，こと勺

ては， EECの外にとどまることこそが.すべての問題を堺決寸る主であ

る それは安易なAちではないだが段目的立思とリーター γγ フをも

ってすれば，問題は解決できると。かれは聞苦した わ'吋甘Lと悶似の地

理的立場にある日本に{ま.:"0':思があった わ礼われl主.異った方法一一わ

たしは「興った方法」ということを強間したLーーで日本と問をならべ

ることができるとt かれは諮り 1 さらi乙つづけた

われわれは，想定されうるL、かなる条件のもと白日叫・ても，珪合主国が

EECに加わることには反対だ 共岡市場加又は イギリスの銭飼主およ

び石炭買障をゆるがし，広大な地肢は，型てられた土地になって しまうだろ

う 「われわれが加入した日に，シトロエン ルノ ，フォルクスワ ゲ

ン，メルセデスI フ4アットは，庖じまいするだろうか もちろんそんな

ことはない かれらは ここで臨克台数をふやすだろう われわれにとっ

て!加盟は，国家的破滅を意味する われわれは，器選挙を要或しなけれ

ばならない 保守党政府は，虚時の公的にもとついて選ばれたか札らに

障の刺益を売りわたす慌利はない」

議長は，共同市場加入が地按政揮に及ぼす~J曹について宮及された盟会

をとらえて，スコットランド，ウエルズの選挙区党選出代議員に意且を求

めた 尚い失業率と産業の不僚に噛ぐこれらの地威からきた，ケルトなま

りの雄弁家たちのトップをきったのは，議会労働党内の頑強な質成論者と

して知られるロパート マクレナン(ケイスネス ・サザーランド選挙区党〉

である

ECは，今日スコットヲンドに存在する移住や桂遊性のような問題を，

少くとも，イギリスと同程度に成功裡に処理してきたと。かれは主張した

これに犬山、して。シム ・シヲース(下院議p.市エアシキー選挙区党〉は，

地織経済放置の成功には.ff木の完企な杭制が必要であるが，それはロ
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マ条約のもとでは禁じられていると反論した かれが，社会主聾はt'l)容の

統制を意味するとのべたとき，ひときわ大きな拍手が起った

スヨットラ ンドのベア が尭官を終えたあと， ミカードクは，ウエルズ

の加盟賛成者を求めた.質成者は少いとみられていた しばらく聞があい

た.やがて，若い代串且が，後尾の席から定ばゃに由哩に近づいてきた

rc、たいた よしこL、Jと訟提がうながすなごやかな笑いが起る 醸長
は， それに克をよくしてつづけた 加盟賞成のウエルズの同志には， ひと

つの盟問がある 「かれらが平らなければならないことは，ウエルズ需を

ECの公用語にしろと主聾することだ。そうすればヨーロッパ人は，われ

われのうけいれを盟まな〈なるかもしれんな」いったん収まった笑いは，

似実にかわった

長レ1Uがまだホールからi目えさらないうちに， ドン ・アンダーソ"/(モ

ンマス選挙区党)がマイ タロフ g ンに近づいて，質成前説をぶち始めた

g ーロ ッハの社会主韮者は，すでに共岡市場のケーキを試食したが，食あ

たりに悩まされたことはなかった われわれは，実際にある事実を認める

べきだ 大挫の仲間たちも，加盟問には.われわれと同じ展串を抱いてい

た とこるが，加盟後は，むしろ利益をみてとつで亡いる

加盟問題では選挙はおこなわれそうiこないと，かれが屈ったとき，反対

慌の聞から 斉iゴド獲の戸があげられた それ白こ応えて，かれはウエルズ

なまりの語臼を一旦とつよめた。 rトーリーは衛力が好きだ だからでき
る限ヮ晶〈恒力i二しがみつこうとするだろう.J政錨の直にあろうとなか

ろフ>.共同市場の外にとどまるならば.hれわれは.活力にみちた大陸

の成長からとりのこされ，国民は，生活水ゅの佳食にいっそう不識を訴え

るよう ιこなるう

アンダーソ ンにたいして，かれに自信らぬつよい語勢で反論したのは，ゴ

ードン ベリ ー【ベンプローク選考告匡党)である ヨーロ ッパ大陸時間が，

ケμ ト抽出地方の宜しい臣苗をいかに脅かしているかを，かれは臨賀烈し

く盟関した かれにとって.ヨーーロァパは，西ウエルズのiI!民にたいする

量命的な骨或て'あ勺た
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職権によって出席資格を与えられている下院毘且の唐I'!.会場が生いた

めに 1ほんらいなら傍聴席になる二階のギ晶ラリーにしつらえらJlている

選挙区ぞ労働組合の代盟且が，きゅうくっそうに体をよせあってトる床府

とちがって，ここにはかなりゆ全りがみえる かれ ら . - . 下民経由の:I.~合

と同時.足をのばし.楽な盛艶で「プロシタリア」の汗だ〈の治時を見下

すかっこうだ

1IIJ<は . はじめて ζの中のジョ ー ジ ・ トムソ γ〈下院議R ・ ~ Iæ代議員)

を指名し二階席量前列中央に段けられた前回を位うよう指示した 上の

副司自には，時間の制限を告げる置と赤のヲンフの盟問止なtφ ぽ官の

プロレタりア ト」と同様，下の出回二あるランγ.二法tI-J'るよフ， 議員

は注意をうながした 各自の持時間vヱs分 i分たつと黄色ランフがつき，
s分睦過すると亦ランフ二かわる ずると狩土;'!. 10砂かそこ らで社設を
しめくくらなければならなレ これは;J!巳よく巧られる 、ムソ〆は.先

に少しふれたように. 1967~手労由党政府が共同 ilìJ!.}へ加入を申入れた際の

吏渉当事者であ。たかれは主張した

誰一人として，理智的な条件が，われわれの前に提起されると由じたも

のはいないだろう 究診にあたって完全な条件を期待できないことは， 労

働組合に屈するものなら，だれでも却。ているはずだ 条件は理Jl'.a)とは

いえないが，労働党内閣でも，これらの条件ならうけいれていただろう

労樹党の中で直接主主主の任にあったものは，ほとんど全員，わたしと見解

を同じくするだろう

かりに，少し物価があがり，加盟置がたかくても，いまより五倍も大き

い園内市場を考えれば，長期的には生活水都の向上に世立つ 討読にさt、

して，考掴にいれなげればならないのは，次の世代のイギリス かれらが

生きてい〈世界のことである

かれをはじめ質成派の詰仰は，保守党政府が白書で展開し，ヒース首相

が.4目前，おなじ場所でひらかれた全間保守統一w立迎合臨時大会の席上，

主張したそれと，実質的にはほとんどおなじであった。なるほど多〈の質

成派の弁土から，社会主盟的国際主厳への忠聴が.34ロ同音「に揺られた
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しかし，それらは，そらぞらしいレトリッタにすぎないように恩われた。

かれちの立場は，客目的にはイギリスのビフグ ・ピシネスの意向と見通し

を反映していた

イギリスの財界は， 1960年代のはじめからl 一貫してEEC加盟を主張

してきた アメリカとの従属的同盟関係は，アメリカの経済危慣の深化に

よっで，ますます.魅力を失い， EEC加盟の代替物たりえなくなってき

た かれらにとって決定的な問題は，国内市場の狭さであった イギリス

買本には，ヨーロヲパ大陸のより広大な「圏内市場」が岨要であった 同

時にかれらは.共同体加盟にょうて，巨人アメリカと対等の立場に立ち，

ま九日本の監攻に対抗する有利な地歩を置きうると考えた もちろん，

加盟が，イギリス資本のかなりの部門広とって，苦鎚を伴わないというこ

とではない 中小企誕の多〈が，闘産の危慨に立されるか.乗っとられる

かする可飽性は十分あるし，fill~'のわるL 大企業にも.おなじ運命が持 ら

うけているかもしれなL 相対的に衰退してゆ〈イ年リス賢本主韓にとっ

て，加盟の代償はけっして小さいとはいえないだろう しかし，費過を救

うみちは，ほかに見出せなかった このことが，たんに大賢本のみならず，

中小資本の大部分をも B盟質成の篠のもとに結集させた要因であった

労働党の加盟質成原は!その社会主聾的菌際主亜のレトりヲクにもかかわ

らず，実質的に賢本の意図を代弁していた かれらが共通に主彊したのは，

広い「園内市場Jが埠〈であるう「高度成長Jであった

さて. トムソンの演担lま.質成慌からの大きな拍手とE対派からのはげ

しい:i!f(J、を浴びたが， 眠丑は，ここで，出〈右腕を蓋し上げ，畳墳の機会

を求白て!l'をのりだしている匡対罷の泊客のなかから，たとえばマイケル

フソトやピータ ー シ，ーのような拍弁2誌を指名して，会喝の穿聞耳を

盛りあげることができたかもしれなレ しかし，かれが反対慌のなかから

訪問にUHたのは，近〈行われる描欠選J和二出る予定の，曲入院前ダイア

ナ ，.ダ{時!illf史認日}であった

fィ""リスがEECに加盟すれば，どういう事態になるかの見通しにつ

いて白人びとは心配している.直府は， ;大討論』をよびかけながら，事
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吏を隠しているJと， かの女は主張した.そのあとをついた畳臣告ヘレン

・プラウンは，ブロンドの罪朴なE民ふうの老坦人て・あった 「わたしの

選挙区には，大盈治京もいなけ川ま.号明な控訴の専門宣言もt、なL 自分

たちは，平凡な党且としてこの問題を考え そしてIc$:することに決心し

たJと，かの女は語った

そのあとをうけたのは，党のもっとも到達した進弁京の 人として知ら

れる左慌の闘将，タライグ ・ジzγキンス(科学技市菅理器包合〕で1うる

かれは，まず，買成慌の「国際主韮」に庄治した

「われわれが週命をともにすべきだといわれる宮司ロァパ!主王か.まか

しいほど到;小であり.広い世界のほんの附片白ニすぎない. ところで。そ

れはどんな附月だろうか 欧州共同体ば，政治的E効と不支定の温床であ

る 匠動的政附にがっちりと控られてLるフラノZは，過去10年間二二庄

内乱のふちに立たされた 言語と宗教の問題で胡れているヘルギーは，か

たく賠ばれたトラストによって支配されている イタリアは，たえず右翼

軍事ク ・デターに脅かされている一 ζれこそ，加盟質成慌があこがれる

ヨーロッパの聾である J質成語代議員から，非控の戸がゐがる Y=.ンキ

ンスは，それに応えてさらにつづけた Iもしお盟みなら， ドイアについ

ていってもL、い われわれの仲間が，そこでもっている掌握力は，非常に

はかないものだ. そこには，壮大な政治的社会的展望は全くない.

われわれイギリス人が，わが国の諸制度をこんな汚掲のなかで危う〈して

もいいのか」

EEC内における国際企揖の専償ぶりに触れて，シ z ンキ yスはつづけ

た。共同市場比あきらかにこれらの大企需の利益にかなっている. r多

国籍企聾は，のこらず，われわれの加盟を盟んで川、る そうだとすれば，

加盟は，わが国の一般市民にとってL巾、ことではない」 かれは，労帥党

ヨ ロッハ支持番員会に，その経理を公開せよと迫りながら，フィアット

やクルップの魔手が，わが党の内部にも仰びてきたのて'あろうかと問うた

反対派から喝采があがった かれは，つぎの言葉で前説をむすんだ 「自

分の面聞は，自分でみれる プリュ γセルの官聞に支配されるより，われ
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われはそれを選ぶ J

トム ネイルンが，あとで評したれ、かさまの汎1世界主議，そのすぐ高

にあるルンベン民民主聾Jが，そこにみられた 百万にのぼる失聾者がお

り，a済成長はほとんどゼロ ロールス- pイスは聞置し.インフレはよる
遣し労働組合は守田に立っている それらは，ほ恒一年前まで政権を担

当していた 「社会主密」労働党政府の時政躍の結県とみてもよかった そ

して，おりしも悪名高い労買関保法提が成立しようとし，二週間接に，グ

ライドの造船労働者は，労働者の大量解雇によって，産聾を「合理化」し

ようとする国家の企図にE対して，工場占胞にのりだすことになる しか

も，学拙民地脱4・が，イギ"スの主出国家内部;でエスカレートし，ヘルフ

γーストぞロンドンデリーのifi内は。辿日，:ijIJ日事とfltliil!プ'r.スで充満して

いた ちょうどそのとき 'JI帥出左派の刷将は，わが国の主腕を数えと絶

叫していた階級のまえに民僚があり.固家があった.

さて，つぎは費庇派の聞香のはずだ.ところが畳壇したアンドリ， -ー

マキントッシ忌{ホ ンジム選挙区党)は』かれの代理する組織が，この

問題で賀否まったく相半ばしているため，明確な意見をのベることは吃き

ないとことわったあと.畳成，反対両揮の主担の弱占を指摘した

会場の中で.つ吉の弁士，シ，ッタ・ショ ーン;((運輸一曲労組〉の立織

を長うものは だれひとりいなか。たかれは，イギリス最大の労組の書

記長であり.一貫して加盟ζ反対しつづけてきた中心人物だからである

「われわれt ! ， 担合ズ会でよの問題を簡じたが 9佃人近い{~磁且の う

ち，わずか4人が加盟質成の立場をとった巳すさない EECの構成固にな

れば.白白は尚苦し.先;おま必え イキ"スの笹箭，政情。由法上の独立

は失口"るfーらう このようなわが祖合の且解は，うたがL、もな<.労働

党の送牛註の9.:Uを会む大多赴の一日国民のnの~t，~ちをあらわしてい

る」とかtli!顕官した.

「自分のai合.二:主， ドイツ，オラ νタ，ヘルギ ，フラ y;えなどで働く
ものがLる そnらの固では，生活'tiがびっ〈りするほどれ恥、から，かれ

らは.出jJ:jのi主'8手当以外.こ，フランスでの週9ポンドからドイ γでの過
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1O;tミ γ ドにいたる特別手当を主枯されて1る つうこんで生封ずれば. E 

EC諸国の労曲者の賃金は. とうてい望ま しいとはいえなt しかリ共同

市紛に入れば，イギリスの労伯者は，わ，nlフれの~Z'!I";>示22なし巳尭劫し

ている3α)()ものn!Rllrこし{まら.hることになろう J

もうひとつの巨大一盟労組は，加入民政託.こ毘ずる一世5市封位者抱合

であり，それを代表して筒坦に立勺たのは，古記長フ νデリプタ ヘイデ

イである。 かれは，またTUC詑肝!Il会の有力なメ ンバー三しても知られ

ている かれが，前の;/!J-ンズ白こ対抗して iわたしもこの犬舎でひ

とつの民主的包括を代聾しているJとのベたとき， ド?と畏いが昌勺た

かれはi それにかまわず尭宮をつづけた 「わたしのffir.1:ヱ.1962i科、ら

いp イギリスのどの組合より t.~~.心白ニこの問題を耳究してきた その結出，

共岡市織への参力側ま，わが国の笹田を広大し庇民事を日め，生活水郁向

上に手がかりを与えるだろうという桔白:二割迫した ただ.~討しなけれ

ばならない新たな問題が.最近もちあがった それは加入の条件である

わたしの組合は，昨日，続日討mを重ねた結果，ジョ ージ・トムソ ンの空
路可能という説明治:畢当なものであるとして，生且留保なしにそ"に同意

することにした J

フレデリヲ タば，質成の担拠をつぎのように耳拍じた 「加入が。不振な

経済をたちどころに話毘あるものに置えるということではない 加盟は.

イギリスの産業にたも して巨大な成長を韮げつつある市場.-.無制限に接

近する檀会を与えるということ， このことが，より多くの産車，より

多くの仕事につうずるのだ」代叡且府から鋭いヤジが飛んだ 「そして，

より多〈の利潤〆」フレデリッタはひらきEった 「イギリス車聾辿盟は，

利潤進出が商売だ.かれらは加盟桂の見通しを検討したうえで，加盟の腫

度をきめた」左時のおな じみの敵，イギりス産業連盟の態度が質成おの担

拠としてひきあいにだされたとき，ヤシは忠号に置。た かれは.ひるま

ずやりかえ した 「われわれは，イギリス産車のゆで生活の績をえているの

じぞないのかね イギリスの産聾抗イギリス産車連盟に揖られていると

しても，それはこの圃の有権者の宜任て'あって，わたしの責任ではない 」
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イギリス主主占賢本への無条件の迫随，かれほど事直に，費成派の立拐を豊

明したものはいなかった

四

民否の肘曲が，規則正しく史代する 決定由きの酎詰会 そのせいか，

時間の臣過とともに，出車時が.次第に会場を支配してい〈 人の出入り

が毘くなり.空席が目だちはじめた 拍手や歓声の量では.反対派が質成

派を上湿っている にもかかわらず.&:対慌にとって。聴事の経過は，け

っして満足すべきものではなか。た キ b ラハンが.&:対派の労働組合と

取引きしたとき.執行得;ステイトメントの主持とひきかえに，党首ウィル

ソン抗措めくくりのがi説;[:.これまでにな〈強い調子の加盟巨対出説を

おニなう旨の宮買を与えた という噌が配れていたというが，それを耳に

していたものは少なかった

しかし午前の討認が終る少しまえ，ムードは一憂した E対派の有力

な弁士 ビーター γ2ーが。持軍の熱弁をふるって，反対派を恒位にた

たせたからである 長身誼堕の~.ウ(下院経且，覇権代認且}は，縛E

RなE置をマイタロフ方ンに思いきりちかづけてまくしたてた たかぶった

串間が。祭ぃ戸となって ドームにこだまする 私語は止んだ

条件:三， わが国民。ことって じっにぞっとするほど悪いと，かれは断曾し

た 「なぜなら，われわれが迫られているもの， それは. 120年の歴史を

もっ~1(科在躍の肱裂だからであり.æ在的な安い食斜供給者から. 非龍

尋lな百耽の岳民へのきりかえだからであり，欧州自由貿易迎合と英連邦か

らの居間と， イギリメの目品のねずか拍，、日セントを占めるにすぎない郡

三のタラプ共同市場への加入だからであり.1939究科、らい。はじめてみ

とめみれるイ~: :J九日本の酉I!J:への移助どからである」

しかい 'jj'!Z党政IH抗交渉巳失l位したあと，訴しい亜大羽H哩が舟生し

た，とかれは芭詞した フヲ'/;えの印咳1こよって. 1970~1:;1まじめにとりき

めらitt..:6 カ国共通tlrj~a;j1を.イギリスは， ZE捗の前提条件として，う

けtれむばならなくなうた こ;rti二よ勺て，とてつもない虫聞が.われわ
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れの肩にのしかかってこよう 共通畏聾珪荒は，イギリスの辛抱.こと もな

うs年の過控期が終ったあと 1年4位五ソド以上。そしておそらくは7
偲ポ γ ドにものぼる負担を，わが国の主払勘定Bこ加!Hすることになるう.

これは 1967年にはなか。たものだ 6ヵ固 と;)b!ナフヲ yスは。自分

にとってきわめて野都合で，われわれ;二とって非常に不利なこのとりきめ

を碕宜し，強化するまで.イギりスの誹障を主張しつづけた

共同体加盟が「外聞の陰謀」だというのが.反対需の主型に共通するひ

とつの抽点であ勺たかれはつづけた盈府自由は.閏毘収支へのfl担，

そこから不可避的に生ずるデ 4フ民地居直前へのしわょせ，成長率や生

庫高への打匁を，明確に悦拐していない参加が祭最をもたらし庇長

率を押上げるというのは まぎれもな〈凶である

割れるような拍手を制して.かれはこう措んだ 「詰君に，自分自身の

問題を解決する能力がないと世じこませようとする弱音iこ うちひしがれ

てはならない おそれることはない.暗君には，このバカげた行為をやめ

させ，わが国の歴史を宜え，ーーーイギリス産;;;1I!盟やエドワード ヒース

のためではな，く，イギリス国民のために一一未来にむけて.正い位置を

提択できる力がある」

γ ョーの烈しh 告発問の熱弁が終。たあと 一人おいて由国，こ描かれ

たのは， トム ・ジ+タソ γである 立寵なロ01をたくわえたこの郵匝労組

の"ーダーは，大会のなかで.t.よれよりも置維な立場巳立たされていた

自分自身は加盟に費成であるが，執行部をその立場で脱得できなかったか

れは，開会直接.絶対E対派の執有部ステイトメ y トj品目動遣をつぶすの

にー世買っていたそしていま，かれは.lfl上から加盟匠対抗脱を試みよ

うとしている 語調はおだやかであった しかし，かれは，立派に謀せら

れた桂務を来した

わたしの組合は。いま示されている条件.そして現在の状況のもとでは，

加盟に反対だといわざるをえなL、と，かれは諮った 過去昌明叫に.わが

組合員の生活水単は，国暁収支の磁綻のために，たえず也容を曲げられた

そこで，われわれは，経苗に且ほす影容という阻点から加入条件を検討し
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た その結果1 われわれにかんするかぎり，加入の代価は，あまりにもた

かすぎるという結論に到達した われわれには. ，、まの困難を，加入から

〈る旭の図躍とおきかえる意図はない われわれは.75万の失業者を故躍

している階級的偏向にみちた政府を信頼することはできない 政府自由に

は，事実や監字は，ほとんど示されていない 水品球が政策の道具になっ

ている われわれは1 住田で政府に服従を強いられている 郵匝労組比

まずなによりも，政府が現在の失聾や成長の欠却とし寸症状を治癒すると

とを要求する 「イギ Uス国民は，摘み， 症れ，わが固民を分裂させよう

とする政府にうんざりしている」と，かれはむすんだ 政府が，国民を分

裂させているという論点は。のちにウィルソンのとりあげるところとなっ

た。

このあと.l;Ji詰問題や第三次世界大戦の危険について，ダγ・マタガー

ヴィー(合同ボイラー工総合)左アーサー ボトムリー(下院議且，全国

公共労担}の問で，首位が主えられた マクガーヴィーは語った 世界平

和について多くのことカ L、われたし，今桂もいわれるであろう しかし，

慎重に考えねばならないと，かれは苔告した将来， ドイツに右翼的な政

府が担保すれば， ドイフの描が践の引金にかかることもありうる そのと

き，イ去三リスが耽刈共同体に加盟してLたとすれば，われわれは，第三次

世界大戦lこ巷きこまれることになろうと.

ボトムリーは，この主張:こ直話した 時争の可能性は，イギリスが加盟

しなL方が，むしろ大きくなる ドイツば，過去2回ヨーロッパの経済，

社会を支巴しようとして，失敗した 今度は， ドイツが平和的手段でヲ

ロフハを主巴するのをφるそDというのか そうなれば，支配は，経済，

社会E日のiZZ26二とどまらないだろう.これこそ， ドイツ以外の共同体構

成臣会，わが国の主却を盟んでいる理由であると.

y ョーが去っ4 くかbしだした会喝のはりつめた雰囲気が，ぞや訟みそ

うζλ，た しかし‘ i古手な抗巴のシ十ツi二同系色の不タタイを諦めて，

午削のコJdのしんが.)をつとめたE対毘のアンソニュー ・ジキッν(サー，、

ィ、 J 込ニ.'"'区ラií'~.:主) .-.ユーモ ラスなrva詑で 会場の活気をとりもどし
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'0 
わたしは。質成慌の主盟から多くの乙とを学んだ mたしは 加盟主持

のすばらしい文相を残らず拠出た 「ただし. 1973~ド 1 月 7 日つけりわた

しの特別手当 7ォミ y ドの計拝;!lはまだであるJι かrll!;J!!喝を史わせ
た わたしは，加盟賛成者の鵠歯の多<;こ。位立を払うにや却さかではな

レ しかし，なかには，ナンセンスな限&f:iもあると。かれば語り，まず冒

顕に続説したヘニグの「国際主韮Jを恰玉，こあげた ほんとうに.かれが

国際主覇者で，ピアフラ。ベトナム 0-デシ7，ii'iアフリカlこたいする

関心が，共同市助への参加によって強まるというなら，どこの国が市アフ

リカに武器器を与え とこの国がロ デシアの泊旅犯にやっ封。こな勺ているか

を。盟国に扱えて〈れてもよか勺たはずだと。かHは皮肉。アニ

つづいてシキッシは ボトムリーに噛みついた 「かil:丸世合ョ一回

ッパが，イ寺リスを火〈なら.EECは田部三次世界大較を;rJびき. ドイ

ツの経済支配をゆるすだろうと語った 来買として列庶してtるドイアの

仲間たちは，これを凶いて。だれが間際主聾者であるかをいぶかったに網

遣ない J

「わたしは。あくまで加盟に反対であるが，質成派のヲF土のなかに，情

勢は藍った，中米帝国主聾プロ γ タの台風に対抗するため，耽州共同体に

"加しようと主聾するものが札、てもよかったのてeはなLゆ・Jと。かれはひ

やかした

わたしの反対の痕犯は，基本的には「把罪的な毘来政臨」にあると，か

れは主張した それは余刺食阻を尚阻とむすびつけるからど 飢えた世界

のなかで!そういう設置は。 r不潔」とu、うほかない イギリス人はひと

りだちできなレと，わが国民にいった品桂の人1:Jlit，アドルフ ーヒトラー

だった われわれは，そのときと同じ国民である Iわたしは.なんの目的

もな<.6 ir:1H1バナナをもたずに学校に過ったわけではない」 どっと畏

いが起った加盟の代型は，政治的にも，量前的にも，財政的にも社会主韓

的な計画に専念する社会主聾の政府を樹立することだと，かれは結んだ
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五

午桂2時，討議が再会された ド ムの下には，午前の終りに， γ ，-

tジ.ッジヵ・'Mしだした活気がもちこされていた 昼休みがなかったかの

ようであった しかし最初にマイクロフ方ンにむか。た Z コラス ボサ

ンケット(-、ムステヲド湿布合区党)は，みずから中過半端な賛成時と名乗

っただけに，その島問には迫力がなかった

つづいて畳出したのは.労働党法相家協会のロクや】 エヴァ γスであ

る かれが，法醇択の専門事として，ローマ条約には圃街化を禁止する文

宮は，ひとことも見当らないとのベ，反対慌には条約にかんする初歩的な

知鼠を欠いた臨l告が多すぎると攻察したとき。反対派代政且から，一斉に

忠号が搭せられた

m畏がこれを制した 『前用にいるものをどなりつけるのはやめてほし
い法制'京以外に.ロ マ条約をまじめに読んだものがL、ないといういい

ぶんを，容認できな札、気持はよ〈わかる だからといって，どなりつけて

いいわけはない J

貫否両慌の対抗意訟をいやがうえにも盛りあげたのはI エリッタ ヘフ

ァー.そしてとりわけ，この日の討誌の白町ともいえたジ aン・マ...ント

ッシ晶とマイケル・フットの火花を散らす白戦だうた。

リグァプーんのウォルト γ温核区を代裂するへファーは，下院のフロン

ト・ヘンチ& でもある かれは主聾した 「われわれが当面している問

題【!.， t!..!.本的，uz.な.ニが社会主義を実現する車普のみちか，ということ

である かつて，わたしは，イギ リスの共同市渇参加によって，由郎的な

社会主韮ro:mを尖現できると由じ，げんにそう明宮したこともある しか

し，いまはそう日じないJと.かればいった 「わたしは，前の週に且解を

藍九たのではなl'."iFj@lの総選がのまえ。 19iOi手4月;ニ. EECで現虫に

起った二とがらを担苗に分析したうえてe わたしは立場を明確にした」

1969~f-の E Cmllt~会忠の同定三， イギリスが共同体内部で社会主理的

霊平をフ'~[l.!-l""るλちを罰した われわれは，他のだ"よりも，イギリスの
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労働者階紐にたいして責任を負うべきであるが。か只らは ね盟によ勺て

大きな打匁をうけるだろう 「わたし;三，国際社会主義を日じる しかし，

国際社会主監の大器が現段附で。ま't;;.l・かなる自治でも. E EC 加入に

よって，も勺tもよ〈 かな"-られるとは日じなt われnれは.止会主'拍

イギリスの盟置に専念すべきである 植田をもたねはならない われわれ

は.社会主語イギリスを珪盟しうる自己の怪力を白羽ずべきであり，なに

か，外部の万能前をあてにしてはならない J 

議会党幹部のこの酎践は，会羽生体から出のような拍手を呼んだ しか

し少数冊であうながら，それ巳劣らぬ喝采を悼したのは，二前官でじり

じりしながら指名を待ち。ょうやく毘宮の限会をλた首位琵の下院議日マ

キン トγ"/.3.の出掛であった.

四国はおとなしいといわれるマキントヲシ zは この臼I!最初から問問

聞にな勺た かれは.まずI 朝の阿部の立設者であったピーター・シE ー

に鉾先をむけた 「ビーター ーゾョーの立場は.日近1 なにか界市にあた

らしいことがもちあがったとL う立論に依抱してL る それこっtて切ら

かにしようではなL怖 、Jt，かれは迫った 「γ 賓 が言及したおもな点

は.すべて1967年に，労同位内聞が加入を申入れたと き.すでに存在して

いた そのことについて，絶対的に正直でなければならなレ シ， ーが触

れた唯一の宮化一一共同体財政への抱出金制度 は，19明年12月l二きま

うた にもかかわらず，労酢卓内閣は.1970年5月に.再度参加申入れを

した それは軽薄な申入れではなかったはずだ それは児般に期すること

ではなかったはずだ それは耳剖だったのだ J

「去年の5月から今固までの問に，ショ やヘファーがのべたような般

本的iIl'化が起ったとは，到底信じられない わたしをいらだたせるのは，

いまになって，議参加条件が肱断だなどと論じられることであり。加入によ

。て，イギリスの毘済成長がもたらされると町じることが，なにかインチ

キであるかのようにいわれることである」 かれば，ここで一世と戸をは

りあげた

「ピ ター ーショー，かれ自身，当時の怪済問題担当相だ。たではない
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か0 ・かれは覚えているのか， 一一ーかれは。 わたしと同じ世界に生きて

いたのであるうか かれはt われわれがどうコースから吹きとばされ

たかを説明しなければならなかったことを，ほんとに覚えているのか 治、

れは，強いられた通貨の切下げを茸えているのかかれ比国中を説明に

廻らねはならなかった節減やディフレを見えているのか 現状の情勢にか

んして，絶望的なほど ìi~1::!的で品目担性的な盟躍をとるなら，次)PJ労仮す立

E主胞にさいして.あのような状盟にlil仰しなければならなくなる」

ついで， かJtIヱ， ヘファーに政曜のむきをilI'えた 詰1同調がなおもつづ

〈 社会主韮のスローガンをふりかざすだけではだめだ。 「わが労働党政

附.一一そ丸山L 社会主量制:ぃu・ったというのか かれらは， 一定

の作内で封力をしたのではなかったか われわれは， 自分自身の理助にむ

かて， 'つぶしてしまえ‘とか， r拒絶しろtとかいうわけにはいかない

uし イq'-リスヵ、 すべての共同体!日庇国が草萱してきた成長を!

年でも経験していたとしたら，目':11:1ヲれは， いまも当'弘政植にとどまっ

てトたであるう」 fょLtJ.jこ。 かれの主置は. 反対時の「民臨主較的社会

主韮Jの品開の圭虚さをu'/l、ていた

ヵ・ill!..なおも追;Jの手をゆるめずつづiすた ヨーロッ，、の社会主鑑仲

1m:ヱ.L、までι三. 「二週間

i!ii. 

なんの挺土もなく.共同体をうけいれている

ローマでイクリア共庄】宅の 出現者とおしあったとき， 口たしは， も

っとも1l力な三日?を耳。こすることができた わたしはかれに質した rぁ
なた。之， EECが日本主おのお~だとお思いですか“ すると， カ・オ"ま.，

Jnを._~<めてた勺さりと1吐、きった 了も左はそう考えていた しカ・L.

Lま，EEC に可、対-eるには， それlLイタリアの労帥者階級のために，

あまり iこ会くのことをやり十ぎた」と」

この小さ ま. マb ンー γ シェのt，ii設のなかでI もっともうけた箇所であ

ふ 一

つ，-

tま

た.

そのことは 拾乎のJl~で知られた ffじて マキントッシュの!jlj税

このB，iE託行が立λたもっと、強力， かつ効果的なスピ チであっ

ぷj主ミ品 ー ピラaZ ニこをこの大会の品Filの山場ιこしようと意図したiこ
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ちがL、ない かれは.I~邸中央の高みから. 1mを仲して会場を見泣しな
がら，むしろ押し盟し気味のj!lでいった fヶγカ揖いの;1f-士のあとには
」満場に煤実が起る 「もう一人のケンカ銭もの弁土をもって〈るの

がよかろう マイケル フットを指名する J臣対罷代読日の中から、F，
と歓声があがり，割れるような拍手か且った

あかるいプルーのシ十ツの抽をまくリあげ，庄のつよい限授のrl::こ射る

ような阪を卸やかし長い担壁をたてがみのよう二ふりみだしたこの左派

の開将の舶は，協拙が進むにつれて，みるみる証湘していく もともとす

るとい臨調が，それにつれてかん向〈なり，ついに金切り戸。こ茸る 「且

在の政治的鈎の中で，もっと も甚うべきことは. ときどき，人びとが一一

この中にも，それに間関するものがL、るが一一・品たかも，ニの大HlJ!Wがす
でに解決され，署名され，押印され，究付されてLまって，この帥大な大
会，偉大な労働党の運動が.それζついてなにもできなしかのようこ担う

ていることである」

「わたしは.こんなことを容認しない とりわけ，容むことを求められ

ている国際収支への置荷. 5(aボンドを考えればだ わたしはデ4 フν
を覚えている 1田6年を覚えている ツJ帥党が悩んだ一切の問姐を立えて
いる これらの問阻にたいして，ジョン ・マキントッシ a より，もう少し

醒命に取組んだ人びとのことを耳えている J位戸とはげじい拍手 「わた
しは1 かれにこう告げてやりたい 労惨持主政府が取組まねばならなかった

主たる固鯵はω 破滅的な圃際収支の赤字であったのだと しかるに.かれ

は，この盟問に，まだ5恒ポンドのうわのせを提案しているのだ J

拍手が同<.つよくドームに鳴りひびいた それは，マキン1-.，. -;..-~ へ
の拍手をはるかに直悶していた E対源は溜欽をさげた。拍手が鋭まらな
いうちに，かれの舌障は，他の問題にむいた われわれは，資本の自由な

移動を承認し，共通畠聾放置を承認しなければならなくなる この盟聾世

情について，質成派はだれひとり，弁解しようとさえしない 鉄嗣につい

ても，もL加盟すれば，イギリスの鉄鋼提は.40ti1ボンドの尭毘計画を進
行できなくなる
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付加価値説はどうだ 前回の総選掌宜宮のなかで，ー「われわれは，付加

価値覗!こE対だ それは.&動的，時代逆行的な税だと考える」とのペた

ところが，共同体に参加すれば!イギリス匝民は，なんらそれに反対する

梅限もなく，付加価値匝をうけいれねばならない 「これは密法問題であ

る いうまでもな<.この組の条項をうけいれるなら.bが議会主倫は織

りくずされる これはー聞にすぎない」訟会主権一一イギリス民艇のェ

ヲセン人それが臣告されようとしている 反対原の主置に，またしても

あらわれる民族主義かれの弾劫はつづく

「われわれは，まだ，このiliJ!}に多加しているわけではない われわれ

にはイギリスの持米を決める描刊がある もし，われわれが加盟E対の態

度をきめれば，わが国の大量弘労帥党とト リ 党一ーかれらは，加入

の重圧をとりつけていないーーの問にくいちがいが生じようーその1mの結

着をつけるのは由民である.このことが，かつて，ゲイアケルとわたしが

同意 し，わが立の団結が強化されたポイ γ トである J買いがひろがり，拍

手がiill< たしか;こ，フットのZがいる左慌トリピ品 ン・グループは，と
の問題では，かつての仇敵.前党首ゲイツケルの誼れをi丑tr右派の一部と，

同ーの立場をとっていた ナシ gナル ・インタレストのまえに，階紐の祖

，~が失われていた それが，両者の向調の践を解〈鑓のように思われた

r:員会のつぎの会l田のill~問題は. EEC加盟の是非である そして，

むろん.l::>.，h;bitは加盟を回止できる」 ι フットは断言した イギMス
民主主曜の型前，泌択の11ft刊をflIj保するまで。加入のために必要な山のよ

うな怯裂を.>?れわれは立住生させることができる 加盟錐道者. トーリ

党、こ，イがリス同氏を説きf止せる白laがあるなら. rイギリス由民自身
に決定させよう」となぜいえないのか 国民自身:こ決定させる，これこそa

芳働党が!!'i:フベき自信である 場内をゆるがす。烈しく長い拍手の世

拍手が耳リ β むのを待って，議長が口を添えた 昼休みの一杯のおかげ

で，ねむ34を配してtたもの.ニも.オリンオ~;r.の山からの二人の前説は，

‘いねむ完ざまし白二な勺たことだるう 「さて，わたしは.fe成冊の労組

1¥臨口を1司持する だれかL ・な L 、かJ と UU~lまうながした しかし，しば
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らくはフットの熱弁につづくものがtなもかにみえた !i~官から;だれ

もいない」と呼ぶものもいた 化学労組のボァフ ェピワーピが。やっと

前砲に歩みよ。た まえの耐説とはう。てE。た.ものri:るかなヨ子であっ

た

そtiからほどなく， ヒ. ・ スキ"!":.'ロ~ (合同段目勿抱)が出現に拙

かれた かれは!週柏ー盟労組のνaッグ ・ν5-;/ズとと tboこ， 色合1&

対据の盛鈍であるが.且裂もかれとおな じ〈 大労組の凶土というより学

者ふうにみえる かれは，いくぶん不気提そうであうた 「招きにおEえ

できればよいが。早々におこなわれた決定のせいで.わたしは珂のワがし

なL、」と，かれは語り拍めた わたしは無意味な予行前習になんの目的も

見上旬せない 決定を〈だすために大会を招出するか，あるわは.大会など

招集しないかのどちらかであるべきだったと..;かれは不出をかちまけた

ヒヤヒヤの戸と大きな拍手が担った

かれは，晶桂に永年にわたる党内の対立点であ勺た f大会決定が.ど

こまで酪且の飽度を拘束しうるかJという問題をもちだした 政府側は，

すでに所属部員の自由投諜を禁止する措院をきめた もし，労目立が，出

且に自由位取を毘めるなら，多世派トーリ一党をますますj師長させる桔果

になるだろう いまこそ，執行聞は，加盟反対の決臨書とともに， 党大会

の決定が，限且生日をふくむ生党員を拘束するのだという決訴富を幼附す

るよう，心から期待すると，かれはむすんだ もちろん，反対時代諸白か

ら，大きな質問の拍手がょせられた

一人おいて野壇したレグ・サルマ γ(反対眠.エ ドマンズ ハリー ・ス

トリート量殺区党)は，グルフフー甚，フ;f/・テ 4 ヲ七九あるいは，

イタリアの地方選捗で2000の限席をと勺たファ γストが.イギリスにおけ

る事態の遭行に尭官権をもつことを，到底ゆるすわけにはゆかなレと力院

した

喪成派は 'F桂の討議では押され気味にみえ 気勢はあがら恥かった

しかし，議長は。依離として吏互に買否の意見を3止めつづけた

1'(成派の蹄雄労総のジ守ヲタ ・ピールは訴えた 少くともわが組合J'Hこ
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かんするかぎり，中期および長期の且過しでは，加盟から利益をひきだし

うるだろう 問題なのは.生梧水期であって，それを生括的と混同しない

て'1Il:し，.と

反対冊のスタン ・オーム(下腕組且，サルフォーm ド・ウ暴"ト週本区党)

は1 労働党が，社会主量的図書と代拡を示さないなら，イノヲタ ・パウェ

ルのような人物が，反対迎勤を指埠する羽目になろうと笹告して，大きな

拍手をあびた 一部でフ 7"/ストと辞されたバウエルの人気は，ー，二年

前ほどではな〈なうていた かれは，型自の国粋主義から加盟に匠対して

いたが re、守党のなかで，かれに追随したものは，さほど多〈はなかった
イ4 リスの耳の日は丑<.隠はまだ向かった しかし， 磁場にはよ うや

〈躍れの色がただよいはじめ.私，m;のざわめきが，弁士たもの戸を聞きと

り二くくしていた由長は，会場の空気を，もう一度締めなおそうとして，

jjij労的立政府の閣僚だった賢否両眠の『ヘビ ・ウzイト」を指名した

まず，かつての外相マイケル・スチ昆ワ ト(下院議員。職権代部且)

が弦却した 「加盟によって.むるんすべての問題が，解決するわけでは

なL わたしがt、いたL、のは，外にとどまるよりも，中に入った方が，イ

ギリス国民にとって .".~yスが多いということだ これが其の抽点だと思

う」と，か.:iL!i説いた

加出をIII否す1t(ま. rわが固とヨ ロッパ諸国の産揖{抱皐の盤は，年々
肱大していくのではないか 国際収支は固ますます悪化するのではないか

~:bit 'h.:Uこに.限州自由貿品迎合があり。英連邦がある』 ではすまされ

ない世界はけっして紛止してLなL かりにわれわれが省参加を縮んでも.

英語拓郎問はつぎつぎに欧州共同体と独自の貿品上の協定を結ぶだろう

ー士liの甜悶tz，すで日そうL寸協定を結んでいる 欧州自由貿品組合につ

いても.岡田のニとがLえる ニの占をピーター ショーは，計算にいれ

なカ白勺t.:.J 

か.ftil.，もう一宮と断りながら，エドワード・ヒースについて意見を述

べはじ均たときである 蹴色ランプはi~îλて固 持時聞の終りを告げる務、ラ

ンプがとも勺ていた 総長が出立した 「マイケル，ランプがともってい
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る Jスチ s ワ トlま，それを無担ずるかのよう こ，なおも尭古を校.すた.

pli長ミカードクが，大昔戸でどなった 「わたしには控宮をやゐさせる悩

利がある」 こうレうと，かれは。容世なく マイク ロフ:!':t'のス('lチを

切ったスチaワートは，当摂引ナるべき支持の拍手を失勺た ところが，

擁坦からひとり治かに拍手を退るものがL、た 副党首であリ， ;t成慌の位

帥であるロイ ・ジ，>キンスであった

かれは，前主首ゲイ γケルの由純生であった しかし，ニの問自につい

ては師の巨ヨーロッパ主韮に担せず.EC加盟治を頑強;こ保持してきた

朝の決定によって，かれの地位はしばらく保証されたものの，伊良，同党

首の地位を失うだろうというのが。大方の観闘であった かれは，そのE

味で時の人であった 内外の注担のなかで，かれは，そnまでまとんど!'i

否の前説に反応を示すことな<.いささかもの甚げに t:IJftの一向から会
織を且おる L ていた円だ~た

スチ込ヲートにつづいたのは.-ftして加盟反対の態度をとりつづけて

きた前田品庁長官のダグラスジ z イ(下院議員，開tòi l~!1lm である か

れはのべた rl962年と1969年に，労働党が求めた共同体加盟にかんする

一切の肪臨措は，捨てさられた リボンとヒースは，ローマ条約主体， そ

のもとでつ〈られたすべての脱1111.そして反動的な共通良型政簡を，わが

国にたいする磁波的な彪轡もろとも丸呑みした 不正砲な政府自由は，適

切な散字を省略し，その盟りにも脚色をほどこした にもかかわらず，自

由は，曲師の食料品価怖が20パーセントがた値上りし名目罰金はそれほ

どはあがらないことを認めている つまり，イギリスの民金労帥者，僚詰

所得者の生活水車は，下部するということである これこそ，イギ9ス産

聾連盟とロン Fンのシテ4ーが，あれほど熱心にヒースを支持している理

闘である」 大きな繍手が湧いた。

この一対の前説がa終局の山場であった論議lまなおも相、、た しかし，

もはや盛りあがりはみられなかった私揺は，ますます戸高になヲた ヒ

ヲピー・ スタイルの背年。グラーム ・ルームズ{ランペス ・セントラル選

挙区党}の加盟反対前説ぜ世睦に.抽読の事は閉じられた
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部長イアン ・ミカー"の殻然とした，公平な，そしてユーそヲ
スな大

会証IDJ下に，世州共同体加盟問題をめぐる党内の忠克は，ほぼでつ〈した

飢があった かれは，結局24人の質成者と25人のE対者に措官の捜会を与

えたことになった党内に占める比重からみれば，控成派は反対
派よりも

利益を臨むり，選挙区覚は労働組合より置遇されたいといえる
しかし.

tt.，のバランスのとれた組合わせは，党の統一を至上命令とするウィルソ

ンら執行部多量慌の立を体した，館長の官践的な配慮を物語って
いた

ところで，この間姐をめぐる党内情勢に特酷的だったのは.賛否
の対立

が，6i統的な左右の対立という園式では.説明jできなかった，点で
あった

たしか;ニ.貸成眠は，ほとんど金品右眠の帥世に腐する人物であ
った し

かし，右罷の相当部分が，左既と合体していた とりわけ，右派
の古参党

11:こその前向がつよかったまた，伝統的に左派が優勢な選者検区党部門で，

E外。二貸出派が多かった と〈に，地方組紬で次闘に掛力をえつつあると

いわ乱る、ドル グラスの新党員の間に，その師向が苦しかった
ある酔

E単品H"!，左・右の対立iこかわってp 新 ・!日の対立という税点から
党内情勢

をみるへきだと.のちに師説した

占，、

いよいよ.ハロルド ・ウィルソンが!党首の立場で特別大会に蹄
めく〈

りをつ'するときがきた 7月7自の直附自由尭表直桂のテレピ由説では白

砂Jmなit否の~S症を官惜したウ 4 ルソンは，この大会では， 子想以上に加

盟反対。こ問問した詰出をはった

かれ;立。宝子。 きたる 7月28日の主固執行書且会にま口、して.明快な
提

皐をおこなうのは.党首としての韮萌であり。そのさい，今日こ
こでのべ

られたすべてのE且を考!~;こt マ1るであるうとのべた

つついて.かnは，過去昌明白lの>i凶立の欧州共同体にかんする政躍を，

代誌Jt:二想起させた党の泣簡は，政権担当時L 今日L なんら監りは

ない 昨年の士会でも。条件さん正しければ。イギリスは，共岡
市場の挑

般をうι?と泊る)Jをもっているし条件がまちがうたものであれば，
むし



-232ー イギリスの欧治共同体加盟をめぐる労使立の内Zみl'

ろ外にとどまって.自分の足で立つべきであり.また.イギリス，こ;三 そ

の能力があるとのべたはずだと。かれば強調した.

7月盟日の全固執行書民会て・立主され， 10月の年次大会で決定さ礼る政

晴は，過去4年以上にわたって。党が-rtして主張してきたととと完全に

一畳するものとなろうと，かれは告げ，次却に語気を強めながら，どんな

条件がでてこようと.それを容まねばならないという昔、味;二肝さ"るよう

なことを，わたしは一宮たりともいった立えはないと断宮した われわれ

は，将来の利益という点に閉して，加盟条件を判断する陥刊を冊匝したし，

今桂もそうするであろうと， かれは続けた ウィルソ yは，かれのこの問

題にたいする態度が首尾一貫しておらず，臼和見主量的だという内外の批

判を，あきらかに意録していた

「どこからいわれるのであれ，現在の保守党政府が手にした条件t!.労

働党政府が求めた，一一そして，われわれは，担保には.空捗!こいたらな

か勺たのであるが，一ーサf値段致府が求めたであろう。あるいは労由党政

府がうけいれざるをえなか勺たであろう条件である，などともういいぶん

を，わたしはきうはりはねつける H われわれが， 1967~~ 7月の労跡見政

府自由のなかで，詳し〈説明 L，~，世. ロッハにたt、してあきらかに

した条件は。いま議会に幽されようとしている条件とは迎。ている この

本史を知るものが，それとはちがったふうに主盟rるのは無l'Ufである J
反対派の陣古から，歓戸とはげしい拍手が起る

この〈だりは.固有名目こそ殺げなかったが，かつてのaーロ 7'、担当

相，ショーシ ・トムソンにたいする非鍵であることは.だれの耳にも明ら

かであ勺た 同時に，それは， 1町外相マイケル スチュワートらにたいす

る叱世でもあった

労師友置は 4つの大条件を出していたと，ウィルソンlま。聞を迫勺てそ

れらを盟明した

出ーの条件は，加盟の得失の評価に絶対に欠くことのできない国際収支

にたいする負担である ところが，保守党政府は，負担が全部でどれほど

の処続になるかを， 見続ることを結んでいる 1967年当時. 労幽党政府
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は，それを年2(a7，田O万ポンドないし3憶5，α)()万ポンドと聞んだ それ

いらい，共同体の担則は，組本的にEった.現政府がもちかえった条件か

らくる負担は，労働党が1967年に評価した額を.大幅に上廻ることはまち

がいない三週間前の新聞に 5億ポンドという置字が出ていた致府は

否定しているが 新聞は政府筋からえた監守:だと明官している 「神のは

かりごとを暗〈するという目的のほかに，自由に数字を公表しない理由は

なにか.なぜ，政府は，イギリス国民が，共同市場への加盟のm失につい
て，その見解を定めるのに必要な107mを提供しようとしないのか J
鯨二の亜大な条件は，むろん，¥:e本移動の問題であると，かれはのベた

労凶置のE値担当やに，イギリスが政年来かつてなかった大幅な国際収支

のllA字を手にしようとしたとき，われわれは，ー，二のもっとも悪質な誼

世的資本替動に直面した 当時，イギリスは，そのような無n任な動きに
対地しうる防護J首位を込っていた ところが，吏診者リボンは この防艇

措Eを売りわたしわが悶の榔仰金，届m状強.投資能力を危殆に薗せし

るうた

白1三の条件は，英連邦の砂踏の問題であると，かれは説いた。 20年以上

まえ，労由党盈府のもとで.英連邦砂位協定が結ばれた それは.生産省

にた卜して.英辿到;の広大な地肢に，保証された価絡で，安定した市場を

鈍供した '7i的立は， "'1m但当中も，その桂も，英連邦の生産者は保理き
れなければならないと，主盟しつつけてきた プリ晶 ツセルからもちかえ

られた条件己， EC 6カ聞にかんするかぎり，そのような保w術置を官ん
で丸、ない.

沼田.ニ エェー ・ジ ラン ドとの貿易の問題があると，ウ4ルソンはの

ベた 九コたしは.本日 " ロγ バについて尭官したどの人の訟提さを

も疑ってl.t，::¥. どうか，わたしの永年にわたる英辿邦，とりわけユ品ー

" ーランドにたいする歓心を疑わないでほし~..J ニ，-・ジーランド

の去ぃlti1品;主 イぷ，スのすべての家臨の生活水郁に不可欠である

「ニュ ー・ジーラン ドの直拍が， 保証された，持続的な甚磁のうえにイギ

"スに入今てニないとすれば.わたしは労曲寛内閣にたいして，共同体
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への加盟を勧めはしなかっただろうJ 毘守党在府の条件下では.今世5
年間，バターとチーズの拍入は罰法していくことになるが，そのあと，対

エューージーヲン ド貿品にかんする長l聞のとりきめは，なにもなL・「ねた
しのみるところでは，保守党政府は，他の条件をえようとあせるあまり，

=-.1- :/ーランドの刺益を百回り，その点で:之.イギリスの刊さを耳切
ったのだ J

よき gーロッパ人たりうる資絡は，大きな;孟註を払って，非{主持"こたい

して補助金を〈れてやることだとか，ヨーロ 7'、におけるより大きな量治

的統 という非常に好ましい目的は，フランスE揖にたいして，拘5位ポ
ンドにものぼる補助金を負担するのでなければ盟問できないなどという主

彊を，わたしはうけいれることはできないし，さたうけいれた立えはない

リボンがもちかえった条件は.イギりス政府が 現在の状況下でf!:!f!}し

うる最曹の条件であるとL、われている しかし，それは.h.i'"d:;al，.，ニとっ
て，けっして十分満足のい〈条件ではない 諸君は，生町大佐が最却を尽

したかどうかによって，かれを評価するのではない かれの最古が。十分

満足のいくものであるかどうかヵ:問題なのだ ウィルソンはつけ加えた

「もし，労帥岐:のま渉当事者が，保守党が渦足したような基礎にたって，

吏替のこの亜大な部分を取扱おうとしたなら，わたしは1 それを佳押Lし
なかっただろう」

ウィルソンは 4大条件をこう説明したあと.周111.n金，国民生活と
かかわりのあるその他の問題に官及L.挽聾。地波数簡などにたL、ずる加

盟のOi曹について触れ，さらに肪衡問随に説き進んだ

「わたしは。 ヒースの共岡市締盟には，剖帥止の加盟主持者が，だれひ

とりもたないような見通しが隠されているのではないかと疑う かれのず

4ジョンは，畳面的統合や政措的協力をはるかに胡えている たとえ，か

れが，いま政治的理由から，これに口をつぐんでいるにせよ，かれのグ4

ジ且 Yが，わが党のだれひとりして容認しない防面上の統合をふくむヨー

ロッパであることを，かれは繰返し明らかにしてきた昨年まで，かれは，

終始，ヨーロッパ内部における按兵器のプールを主彊していた
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もし，保守党の政躍が， ドイ以を含む統合ヨ ロァハの一部に，揖をも

いれるものであるなら，東西ヨーロッパ問の辿盟的和解は，失われるであ

ろう いまこの瞬間，われわれがかつて知らなかった地平が1 ひらけつつ

ある 最近， ソ連は.従来のE置に再検討を加え，東西問の緊彊緩和をは

かる新たな勤きを示しワシントンと北京の昨日の尭表は，新しい希望を

ひらいた ところが，ヒースは，依然として，冷酷という不毛の用語で，

かれの宮恭をruっている J
そのあと ウィルソンは，労働党が今佳辿るべき行動過程に揺しのむき

を査えた かれは，宜容で同志的な討議によって，明快な決定に到遺する

よう希望をのべ.党の銃ーを訴えた 労働党は，保守官;とともに，そLて

また，イギリ九国民全体を反映して，この重要な政情上の問題で割れてい

る.いずれの側も，この問題に耳剣にとりくんでし、る わたしには，主党

且の名古と見解を尊重する方向で，この討訟を司どる縦利と義務がある

そして，討歯が，明快な決定によって終止持を打ったとき，労働党は，杭

ある。強力な立場で，民守党政rtにたいする断乎たる攻撃を，闘中に展
開しなけれはならない.

かれの毘今虫:1主府弾劫のEE詞は，予想以上にきびしかった かれは主彊

した 首位況の態度は首尾一貫している これにたいしてa県守党は，も

っともひとをパカにしたやり方でt その態度を藍えた ウィルソンは，自

分にむ1ずられた批判の矢を，保守党政ffにむけかえた 昨年の保守党選挙

証宮は，たんに， rわれわれの唯一のしごとは，交渉であって，それ以上
でも それ以下でもな，'Jとのべたことを，かれは恕組させた

19iO:lP:;こ;まとんど蝕れられなかったことが. 1971年には，条件いかんに

かかわらず，それなしでは生きてゆけないなどといわれている その理由

は， 作なにか 国民には知る権利がある 加盟は，唯一の速ではない

とこるが，そうだと担くことによってイギリスを製切っているのは，ヒー

スである かれは.この重大な決定が必要とする分別あるアプローーチでは

なく 役狽と己ステリ のなかで，決定を強行しようとしている.

長いtli詮が柊ると.r.!lい・拍手30:，いつまでも明りやまなかった ウィ
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ルソ γは，条件が問題だといった そして，そのdで，封由党の立羽;三一

貫していることを強調した しかし，かれの前田は，条件の是非を包えて，

保守党政担下での加盟そのものιこ反対であるかのようにもうけとられた

1967年当時.めぐまれた政治的立場ι党内の比佼的自やかな状況のもと
で，ウ 4ルソ γlま， 労働党を率いて.この浬劫をナγzナル・インタ νス

トと調和させつつ.iiJ(冊共同体に引きいれることができると考えた とこ

ろが，四71年の量治的に追いつめられ，党内対立が激化した杭況下で'エ，
むしろ，労曲党は，旧来の民生的社会主韮という，伝世的な，より安全な
途にとどまる方が，得策だと考えるようになったのてeはないか ウィルソ

ンの r!l:節Jの脊罰は，おそらくそんなところだっただるう.
際司nま終った m長が型どおり閉会の挨留をした その去t，'f:こっかれの
色はなかったかれは商足げだった 代訟且たちは，足ばゃに七ン kラル

・ ホールから散ってい。た， ピッグ ー ベ γが s 時のf，ljを~でた なにか，

空IIIな睦味が残勺た.

付記

本摘は。筆者が時'"イギリス滞在中，労働党本認mw，.F.iIの好意あるはからLで0
"~J大会傍聴の機会を与えられたとき.!ll録したテープ，白きとめたメモをもとに ，
報告岱r労働党左共岡市場J.および，タイムズ， カ ーデ ィ ア~. そ =-;/〆 九
タ一等の日刊紙。サγデー ータイムズ トリピ轟-;/~予の週刊筏，ならびにトム
ネイルンの rイギリス ・ナシ，ナリズムとEECJを参考にして !ll?たものであ
る

務外出張中永年にわたって多大の学思をうけた伊腹部!.I!悶紋夫河野災北
緯琢男 中JI1iE.山下覚太郎の絡先生が退官され，その後何m.・の記沿告すが泊まれ
たが当時は文字怒り東奔西走。席の段まる暇もなか。たため。心ならずも。失
礼をmおることとなうた ことに。遅ればせながら，諸先生の守Eに開Ic.ご壮
健をも締りつつ。知制線告の一端として この倒い椀を作げたいと思う


